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■みんなで飾ろう クリスマスツリー（中央公民館 リサイクルツリー）

言
●大洗町防災行政無線

戸別受信機を全世帯に配布します



大洗町防災行政無線

戸別愛信機警室世罹1こ鼠栢しま百
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戸別受信機配布期間

（各家庭にうかがう時期）

■平成12年12月10日から

■平成13年3月末日頃まで

町
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送
や
お
知
ら
せ
な
ど
、
無
線

放
送
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
屋
外
放
送
の
た
め
地
域
に
よ
っ
て
は
、

聞
き
づ
ら
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
各
家
庭
や
事
業
所
等
に
町
か
ら
の
放
送
を
室

内
で
聞
く
こ
と
の
出
来
る
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
全
世

帯
に
設
置
し
、
聞
き
取
り
に
く
い
地
域
の
解
消
と
緊
急
連
絡
体
制
の

強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
難
聴
者
の
方
に
は
、
文
字
放

送
等
に
よ
り
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
受
信
機
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
家
庭
に
町
内
の
電
気
業
者
が
戸
別
受
信
機
の

設
置
・
配
布
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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ご家庭の負担について
l 

， 

■電気料は、月額約60円程度です。

■電池 (2本）は、年 1回交換してくだ

さい。 （電池は停電時に緊急放送を聞

くために必要です。）
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戸別受信機の取り扱い事項

■戸別受信機は、無償貸与です。

■戸別受信機は、 1世帯 1台または、

l事業所 l台配布とさせていただき

ます。

■電波の通り難い建物（コンクリート）

の場合に は、外部ア ンテナを取付け

ます。

戸別受信機は、常時電源コンセントに

差し込んでご使用ください。

＿二 • --" -- ---・ - -- -

戸別受信機の放送開始について

■戸別受信機の放送は、平成13年4月以降に開始されます。

■戸別受信機は平成13年3月までに全戸配付いたしますが、すぐに受信できる地域と受信できない地域があります。

■受信できない地域については、平成13年3月中に中継局を整備いたしますので、4月以降ば受信できるようになります。
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あなたの元気で町に元気を

命
2000 

試瞬エ直四函
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▲活気あるお楽しみオークション

l
月
3
日
、
大
洗
港
第
4
埠
頭
イ
ベ
ン

ト
バ
ー
ス
で
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
大
洗
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
（
元
気
の
で
る
ま
ち
づ
く
り
券
）
の
販

売
や
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
商

店
会
や
企
業
、
団
体
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ

—
に
は
地
元
の
特
産
品
や
新
鮮
な
農
水
産

物
が
並
び
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の

人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

つ
0131
つ
て
唇
芦

゜ ▲気合はいってます（滝口保育園）
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▼大洗町プレミアム商品券の販売

抵

¥ i i 
,:・ /.・ 

►

息
の
合
っ
た
演
技
（
明
石
保
育
園
）

吾
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第26回芸術文化祭

芸術・文化の祭典
発表に感動！！ 力作がせいそろい！
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1
月
3
日
（
文
化
の
日
）
を
中
心
に
第

26
回
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
書
道
を

は
じ
め
絵
画
や
工
芸
美
術
、
写
真
、
俳
句
、

て
ん

詩
、
短
歌
、
築
刻
、
い
け
ば
な
、
趣
味
の

コ
ー
ナ
ー
、
小
中
学
生
の
作
品
な
ど

8
9

0
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
更
に
、
日
本 （

 舞
踊
や
民
謡
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
俳
句
会
、

短
歌
会
、
茶
会
が
大
ホ
ー
ル
等
の
会
場
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
数
々
の
作
品
や
発
表
は
、
訪
れ

た
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
感
動
を
与
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
49名
を
紹
介
し
ま
す
。

II II II II II II II II 

II 
II II II II 

芸
術
文
化
祭
入
賞
者

書
道
の
部

知
事
賞
堀
川
千
鶴
代
（
通
町
3
区）

町

長

賞

川

上

幸

子

(2
丁
目
ー
区）

優
秀
賞

ー
席

2
席

3
席

4
席

奨
励
賞

ーー

‘、福
地
喜
千
夫
（
永
町
11
区）

加

藤

宗

一
（
新
町
5
区）

福
本
喜
代
子
（
永
町
6
区）

打

田

照

子

（
新
町
10
区）

岡
田
信
次
（
永
町
14
区）

田
山
恵
子
（
祝
町
8
区）

須
貝

と
き

（l
丁
自
ー
の
下
）

米
川
光
男
（
永
町
16
の
3
)

飛
田
佳
昭
（
永
町
6
区）

有
田
己
義
（
祝
町
ー
区）

加
藤
康
代
（
桜
道
2
区）

鈴
木
さ
た
（
角

一
5
区）

大
貫
律
枝
（
永
町
6
区）

絵
画
の
部

知
事
賞
黒
澤
み
つ
江
（
通
町
1
区）

町

長

賞

米

川

照

枝

（
寺
釜
12
区）

優
秀
賞

平
山

い
ね
（
新
町
5
の
2
)

奨
励
賞
阿
部
政
常
（
角
一

3
の
ー
）

大
森
清
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

（
敬
称
略
）

工
芸
美
術
の
部

知

事

賞

鈴

木

豊

子

（
祝
町
2
の
2
)

町
長
賞
古
渡
節
子
（
金
沢
1
区）

優
秀
賞
加
藤

う
め
（
髭
釜
11
の
1
)

奨

励

賞

鹿

島

淑

子

（金
沢
1
区）

II

石
田
政
代
（
永
町
16
の
1
)

大

川

郁

子

（
一
丁
目
4
区
）

川
上
ち
ょ
子

（
永
町
3
区）

永

井

克

子

（
新
町
ー
の
ー
）

鯉

渕

證

子

（
祝
町
ー
区）

鈴
木
喜
代
乃
（
永
町
13
区）

て
ん毎

刻
の
部

知
事
賞
加
部
束
三
男
（
明
神
町
4
区）

町

長

賞

加

藤

博

（

髭

釜

2
区）

奨
励
賞
小
松
崎
好
夫
（
明
神
町
8
の
3
)
俳
句
の
部

11

高
橋
昭
正
（
永
町
7
区

）

知

事

賞

大

貫

千

代

子

（
浜
欠
）

町
長
賞
岸
和
田
和
子

（
新
町
8
区）

奨
励
賞
加
藤

宗

一
（
新
町
5
区）

II

田
山
伸
＿二
郎
（
蔵
前
2
区）

写
真
の
部

知
事
賞
平
沼
好
男
（
新
町
11
区）

町
長
賞
飯
塚
充
徳
（
茨
城
町
）

優

秀

賞

橋

本

照

三

（水
戸
市
）

奨
励
賞
大
山
岳
夫
（
仲
町
2
区）

II

桑
島
宣
昭
（
新
町
6
の
2
)

山
野
紳
二
郎
（
祝
町
4
区）

大
作
彰
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

II II 
短
歌
の
部

知
事
賞
関
根
秀
子
（
新
町
6
区）

町

長

賞

庄
司
千
代
子

（仲
町
4
区）

奨
励
賞

照
沼
と
よ
子

（
桜
道
4
区）

II

身
内
ゆ
み
（
永
町
16
の
3
)
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新しい農業委員が決まりました

農業委員会委員の任期満了に伴う改選が行われ、選挙による委員13名、農業

協同組合から推薦による委員1名、町議会より推薦された学識経験を有する委員

2名、計16名の農業委員が決まりました。

任期は平成12年ll月3日から平成15年ll月2日までの3ケ年です。

••• ． 町政
・ト切9ス

●選挙による委員

農
業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
組
織

で
す
か
？

A

農
業
委
員
会
は
昭
和
26
年
制
定
の

「農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
、
農
地

．
農
業
を
守
り
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。
農
業

委
員
会
を
構
成
す
る
農
業
委
員
は
、
特

別
職
の
公
務
員
で
あ
り
、
農
業
委
員
会

は
市
町
村
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会

と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

展
業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

A

農
業
委
員
会
の
活
動
は
大
き
く
分

け
て
、
「
農
地
活
動
」
と
「
農
政
活
動
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
地
活
動
は
、
農
地
法
に
基
づ
い
て

農
地
転
用
等
に
対
す
る
許
認
可
を
行

い
、
農
地
を
守
る
立
場
か
ら
助
言
・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
政
活
動
は
、
農
家
の
声
を
行
政
に

Q
 

ヅ

氏 名 住 所

会長横田新一 大貫町173 （舟渡2のl)

請関一也 成田町68 （矢場）

藤沼芳夫 成田町74 （矢場）

千葉 ＾ 木

大貫町631 （舟渡2の2)

井上 譲 神山町1862 （神山）

内山 勲 磯浜町7097 （祝町l)

栗原保男 磯浜町4758 （新町6のl)

田口光政 成田町159 （中宿）

佐久間慧 大貫町459 （寺釜ll) 

土地繁雄 機浜町178 （明神町6)

菅原 禰 成田町1479-1（松川報国）

有田 己義 磯浜町7063 （祝町l)

米川不二夫 神山町916 （古宿）

農
業
委
員
会
Q
&
A

反
映
さ
せ
る
た
め
の
、
要
望
活
動
・
建

議
活
動
や
農
業
経
営
改
善
の
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q

農
地
を
展
地
以
外
の
も
の

（宅
地

や
駐
車
場
）
に
し
た
い
時
は
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

A

自
分
の
艘
地
を
自
分
で
農
地
以
外

の
も
の
に
し
た
い
時
、
ま
た
、
人
の
農

地
を
借
り
受
け
る
か
、
ま
た
は
譲
り
受

け
て
農
地
以
外
の
も
の
に
し
た
い
時
に

は
、
許
可
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

Q

農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
り
田
の
形

状
を
変
え
る
と
き
に
も
手
続
き
が
必
要

な
の
で
す
か
？

A

農
業
用
倉
庫
等
、
農
業
経
営
上
必

要
な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
で
そ
の
農

地
面
積
が
2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

(
2

ア
ー
ル
）
未
満
の
場
合
は
許
可
は
い
り

ま
せ
ん
が
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●農業協同組合推薦

I 深作勝男 1 成田町150

●議会推薦

（中宿）

国井 豊 東光台2-6 （栗光台l)

関野 文夫 磯浜町2858 （永町8)

ま
た
、
湿
田
や
形
状
が
悪
く
農
作
業

に
支
障
を
き
た
す
農
地
を
切
土
・
盛
土

に
よ
り
形
状
を
変
え
る
場
合
は
、
事
前

に

「形
状
変
更
事
前
協
議
願
書
」
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

Q

な
ぜ
自
分
の
農
地
を
転
用
し
た

り
、
地
形
を
変
え
る
と
き
に
手
続
き
が

必
要
な
の
で
す
か
？

A

農
地
は
農
家
に
と
っ
て
ま
さ
に
生

活
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
転
用
や
形
状

の
変
更
は
個
々
の
農
家
の
農
業
経
営
に

深
く
関
係
す
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
農

地
、
更
に
は
地
域
の
農
業
全
体
に
影
響

を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意

味
か
ら
、
そ
の
行
為
が
周
辺
に
迷
惑
を

及
ぽ
す
事
の
な
い
よ
う
、
地
域
農
業
発

展
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
「
農
地
法
」

に
の
っ
と
っ
て
皆
さ
ん
の
申
請
を
審
議

し
て
い
ま
す
。

■詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
内
線
3
4
2

ま
で
。

（3〗 地域腰業と｛憂良農地の保全確保、
如地情蔀等の一元管理 ＿ 1 

:、旦
二`バソコン石用によ

・地9鼻
電nit

② 麟喜篇醤醤盟の「世話役」

豆0雀紅＂・花這腎岨

(l)認定農業者等への農地利用集租、
経寧改善の支撲 I 農

業
委
員
会
は

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
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「満月の海をかかえて宿にいる」 11月11日に開催した

「大洗観月のタベ」で詠んだ一句です。

太平洋に昇る大洗の月は古くから人々の心を捉え、多く

の歌人に愛されてきました。水戸光図公も「荒磯の巌に砕

けて散る月を一つになして帰る波かな」と有名な和歌を詠

まれています。 2000年、くしくも光囲公没後300年に

あたる今年、その変わらぬ大洗の月を俳人黛まどかさんと

詠む「大洗観月のタベ」を開催しました。東京や神奈川、

埼玉、県内や町内の方々30名が参加し、琴とフルー トの

演奏のなかで、月を題材とした俳句を詠みあいました。

大洗は、風光明媚な自然景観、海岸線に連なる松林、そ

の時々で姿を変える海、食のあんこうなど題材は豊富にあ

ります。俳句は、こうした題材をとおして自己表現し、日

常に新たな感動を見出す事ができます。あらためて地域の

豊かさを実感したところです。

20世紀最後の1年を振り返ると、大洗町の魅力を県内

外にアピールするため、 2千年の初日の出イベントから始

まり水戸の梅まつりとタイアップして行なったお魚フェア

一、大洗の夏まつり（ビーチバレー大会・海上花火大会 ・盆踊りのタ

べ，八朔祭）、フェリー就航15周年を記念した大洗ポートフェステイバ

ル、曲松十夜祭、商工産業祭やマリンタワーふれあい広場、あんこう祭

など多種多様なイベントを開催いたしました。

町民と行政が一体となりイベントを成功させよう、多くの方々に大洗

の良さを知ってもらおうという強い想い、そこから生まれる新しい発想

や力は各イベントをおおいに盛り上げ、嗅内外から多くの人々が訪れま

した。こうした賑わいづくりにより大洗への関し＼や魅力が嗅内外に広く

周知されたと感じています。

各種イベントの積極的な展開、大洗という魅力度の発信によって観光

客を迎え入れる環境は確実に大きく育っています。しかし一方で、観光

客を町の商工業やサービス業へしっかりと結びつけるには、地域の差別

化を図るなかで、事業者が自らアイデアや知恵をしぽり経済的な波及効

果が直接的に現れる環境を作り上げることが今後の課題でもあります。

20世紀も残すところ後わすかです。この一年間のこ支援、こ協力に

感謝するとともに、 21世紀という新しい時代の幕開けが町民の皆様に

とって輝かしい年でありますことをこ祈念いたします。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
売

20世
紀
最
後
の
1
年
を
振
り
返
っ
て

謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

」
う
し
た
人
命
救
助
に
対
し
大
洗
町
長
よ
り
感

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

け
る
事
が
で
き
た
。
大
事
に
至
ら
な
く
て
何
よ
り

後

6
時

40
分
頃
、
桜
道
公
園
下
涸
沼
川
護
岸
で
遊

ん
で
い
た
幼
児
が
足
を
滑
ら
せ
川
に
転
落
し
た
の

を
、
い
ち
早
く
発
見
し
無
事
救
助
し
ま
し
た
。

田
崎
さ
ん
は
、
「
偶
然
居
合
わ
せ
て
と
っ
さ
に
助

の
ー

"
1^
►i
u

ご
1

月
世

T

｀
翌t
”―

田
崎
國
勝
さ
ん

(56
歳

大

貫

町

5
3
3
番
地

寺
釜

10
区
）
は
、
平
成

12
年

8
月

16
日
午

（
 

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
飛
田
清
二
さ
ん

(72
歳

・
磯
浜

町
5
2
6
番
地
の
ー
）
が
、
長
年
に
わ

た
っ
て
そ
の
道
一
筋
に
歩
ん
で
き
た
人

に
贈
つ
れ
る
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し

こ
。

t
 

飛
田
さ
ん
は
、
昭
和
19
年
3
月
川
崎

汽
船
船
員
養
成
所
を
卒
業
し
、
川
崎
汽

船
（
株
）
機
関
士
と
し
て
青
函
連
絡
船

に
乗
船
。
そ
の
後
、
兵
役
の
の
ち
終
戦

後
に
地
元
に
戻
り
漁
業
の
道
を
歩
ま
れ

ま
し
た
。

漁
に
か
け
る
熱
意
と
工
夫
は
人
一
倍

で
、
「
タ
コ
の
樽
流
し
漁
」
と
呼
ば
れ

る
新
漁
法
を
開
発
し
、
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
漁
法
や
漁
具
の
開

発
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。

飛
田
さ
ん
は
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合

理
事
や
副
組
合
長
を
歴
任
し
、
平
成
6

年
3
月
か
ら
代
表
理
事
組
合
長
を
努
め

て
い
ま
す
。
道

一
筋
55
年
、
「
船
の
上

が
一
番
」
と
組
合
長
の
激
務
の
合
間
を

縫
っ
て
今
も
漁
に
出
る
飛
田
さ
ん
。

「
周
り
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
回

の
受
草
も
皆
の
お
か
げ
で
す
」
「
組
合

員
の
生
活
が
安
定
す
る
た
め
に
は
、
安

定
し
た
水
揚
げ
が
必
要
。
漁
業
と
観
光

を
結
ん
だ
町
づ
く
り
に
協
力
で
き
れ

飛
田
清

一
さ
ん

道

一筋
‘̀ 

社
傘
に
貢
献

黄
綬
褒
立
早
を
受
章

ば
」
と
将
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
4
年
に
は
水
産
業
功
労

で
県
知
事
表
彰
を
受
章
。
現
在
は
県
漁

連
副
会
長
、
県
漁
業
共
済
組
合
理
事
、

県
無
線
漁
業
協
同
組
合
長
、
県
小
型
船

漁
業
協
議
会
副
会
長
、
大
洗
町
漁
業
振

興
協
会
副
理
事
長
、
県
水
難
救
済
会
長
、

県
栽
培
漁
業
協
会
理
事
等
の
要
職
に
あ

り
こ
活
躍
中
で
す
。

(7) 広報おおあらい 2000.12.5 



••• 根
釣
岩
岸
よ
り
離
れ
つ
つ
あ
り
ぬ

髭
釜
岸
根
世
司
子

〔
評
〕
海
岸
に
荒
波
を
砕
い
て
立
つ
岩

礁
の
上
に
乗
り
、
岩
根
に
集
ま
る
魚
を

さ
ぐ
り
釣
る
の
を
根
釣
り
と
言
う
。
岸

か
ら
投
げ
て
釣
る
の
を
岸
釣
。
共
に
秋

の
季
題
で
あ
る
。
そ
の
根
釣
の
人
々
を

岸
か
ら
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
干
潮

が
満
潮
に
変
り
、
岩
礁
を
取
巻
い
て
寄

せ
引
く
波
が
少
し
す
つ
岩
根
を
岸
か
ら

引
き
離
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
｀
こ
の

後
、
釣
人
た
ち
が
岸
へ
跳
び
移
っ
て
帰

れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
も
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
不
動
の
筈
の
大
岩
が
、

舟
の
よ
う
に
岸
か
ら
離
れ
ゆ
く
と
叙
ベ

た
処
が
凄
い
の
だ
。

あ
な
ま
ど
い

ゐ
る
と
い
ひ
去
り
し
と
言
ひ
ぬ
穴
惑

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
林
中
吟
行
の
途
次
、
は
か
ら
す

も
蛇
と
出
合
っ
た
。
秋
深
ま
っ
て
蛇
は
、

越
冬
の
穴
を
探
し
て
這
い
廻
る
の
だ

が
、
見
つ
か
ら
す
に
ま
こ
ま
ご
し
て
い

る
蛇
を
穴
惑
と
言
う
。
さ
て
、
気
の
強

い
人
は
、
も
う
逃
げ
て
し
ま
っ
た
よ
、

と
言
い
、
臆
病
な
人
は
、
い
や
い
や
未

だ
そ
こ
ら
に
居
る
わ
、
と
言
い
合
っ
て

果
て
し
も
な
い
。

罷
壇

ー

宮
の
秋
絵
馬
に
願
の
限
り
な
く

新

町

加

藤

宗

一

〔評
〕
秋
色
を
深
め
て
い
る
神
社
境
内

の
絵
馬
堂
に
、
と
り
ど
り
の
絵
馬
板
が

び
っ
し
り
と
懸
け
連
ね
て
あ
る
。
描
か

れ
た
神
馬
の
余
白
に
奉
献
者
の
願
文
が

書
か
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
子
細
に

見
る
と
千
差
万
別
、
各
人
各
様
の
祈
願

文
が
数
限
り
な
く
書
き
込
ま
れ
、
人
の

願
望
の
底
知
れ
な
さ
に
、
ふ
と
秋
声
を

聞
く
想
い
が
し
た
の
で
あ
る
。

念
仏
に
合
は
す
念
仏
十
夜
講

束

光

台

田

中

勝

枝

〔
評
〕
浄
土
宗
の
「
十
夜
念
仏
法
要
」

を
略
し
て
十
夜
と
言
う
の
だ
が
、
今
は

宗
派
を
問
わ
す
各
寺
院
で
修
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
御
堂
を
圧
す
る
あ
ま

た
信
者
の
念
仏
の
声
に
合
わ
せ
て
、
大

声
で
念
仏
を
称
え
る
の
で
あ
る
。

よ

ぎ

秋
冷
や
夜
着
に
日
向
の
匂
あ
り

角
l

鈴

木

さ

た

〔
評
〕
深
み
ゆ
く
秋
と
と
も
に
、
手
に

触
れ
、
肌
に
感
じ
る
も
の
に
、
伺
と
なふ

し

く
冷
や
か
さ
を
覚
え
る
の
だ
。
夜
、
臥

ど所
に
入
っ
て
被
っ
た
掻
巻
に
、
昼
の
日

向
の
匂
を
嗅
ぎ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
吾

が
知
ら
ぬ
間
に
日
干
し
し
て
呉
れ
た
人

●
後
藤
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
境
内
の
五
六
人

桜

道

上

野

君

枝

束
ね
た
る
巫
女
の
茶
髪
も
爽
や
か
に

東

光

台

大

川

た

か

結
界
に
青
竹
匂
ふ
十
夜
か
な

永
町
浅
見
三
千
子

シ
ョ
パ
ン
聞
く
無
口
の
夫
と
栗
剥
き
っ

金

沢

猿

田

俊

子

い
が

栗
の
毬
焚
く
栗
山
の
煙
か
な

蔵

前

田

山

佳

風

柚
子
の
里
よ
り
虫
切
の
有
賀
祭

明
神
町
小
松
崎
美
代

残
菊
と
し
て
の
香
り
を
と
ど
め
を
り

新
町
岸
和
田
和
子

よ

さ

む

路
地
奥
の
灯
り
―
つ
の
夜
寒
か
な

新

町

酒

井

省

ハ
階
に
住
む
孫
と
見
る
渡
り
鳥

夏
海
大
貫
千
代
子

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
掃
い
て
も
掃
い
て
も
散
り
降
る

木
の
葉
。
肩
を
打
ち
、
髪
に
引
っ
か
か

る
落
葉
を
飽
き
も
せ
す
丹
念
に
掃
い
て

い
る
の
だ
。
散
り
敷
く
音
と
葦
の
音
だ

け
の
静
か
な
世
界
に
没
入
し
て
自
分
一

人
丈
の
時
問
を
享
楽
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

降
り
か
か
る
落
葉
に
打
た
れ
な
が
ら
掃

＜
 

の
心
遣
い
に
包
ま
れ
て
寝
る
あ
た
た
か

さ
よ
。

「
み
ん
な
で
飾
っ
た
ク

2000.12.5 広報おおあらい (8) 



「松川の残照」

「海霧と鵜」

桧山

関根

有作

大
洗
の
四
季
7ォト

3-Tスト
＠

。

源

とびた りか

飛田 梨花ちゃん

（新町9区のl l歳3カ月）

お父さん 徹 お母さん 真由美

「大きな2人のお兄ちゃんに遊んでもらうの

が一番の楽しみデス」

ァ
イ
ド
ル
！

まるやま よしき

丸山佳樹＜ん
（永町16区の3 2歳3カ月）

お父さん 浩一 お母さん 早苗

「いつもニコニコで車が大好きな元気っ子

です」

(9) 広報おおあらい 2000.12.5 
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＂ゴくりに
興脈遣々

l l月19日、役場3階議場において2000年

度（社）大洗青年会議所ll月例会「中学生議

会」が開催されました。これは、子どもたちの

政治への関心や意義を高めることを目的に（社）

大洗青年会議所が企画したものです。

ー中・南中合わせて20名が議員と して出席、

次第に緊張もほぐれ、担当課長に対して活発な

質問が行われました。

議会後、参加した生徒たちは「町のことにつ

いていろいろわかって、行政が身近になった。」

と感想を語っていました。

‘、

名目①下て‘、一匂
l l月ll日、大洗海岸において俳人の黛まどかさん

と大洗の月を詠む大洗観月のタベが開催されました。

当日は、十五夜にあたり空気も澄み琴やフルー トが

奏でられる素睛らしいロケーション中で参加した30名

の皆さんは、さまざまな思いを込めて句を詠みあいま

した。

月をテーマとした句 最優秀賞

大貫千代子さんの作品

海の月上げて琴の音冴渡る

▲当日は、美しい月が波頭に浮かびました

2000.12.5 広報おおあらい (70) 



▲きれいな景色もウオーキングの楽しみです

楽じく歩いこ
饂康3・くり

l l月18日、ウオーキングで健康づくりを目

指す大洗歩く会主催による歩く会が行われまし

た。

参加した99名の皆さんは、ゆっくら健康館を

出発し南中、 JA大洗を経由し原研大洗の夏海

湖までの往復約 l0.8kmを元気に歩きました。

潮風を受け、緑豊かな自然の中を歩いた皆さ

んからは「天気も良く、さわやかにウオーキン

グが楽しめました」との声が聞かれました。

小
学
5
年
生
の
部

敢
闘
賞

増
田
裕
太
（
大
洗
柔
道
ク
）

敢
闘
賞

小
沼
圭
子
(
-
中）

(l l) 

菊
池

小
学
2
年
生
の
部

敢
闘
賞
大
川
晴
久
（
大
洗
柔
道
ク
）

小
学
3
年
生
の
部

優

勝

崚

（

大

洗

柔

道

ク

）

第
3
位
坂
本
ゆ
か
り
(
-
中）

第
3
位
坂
本
恵
輝
（
磯
小
3
年）

幼
年
の
部

敢
闘
賞
磯
崎
瑞
穂
（
大
洗
柔
ク
）

中
学
3
年
生
の
部

（男
子
）

第
3
位
飛
田
一
道
（
南
中
）

初
心
者
の
部

優

勝

土

地

晴

彦

準
優
勝

広報おおあらい

優

勝

準
優
勝

第
3
位

昭
道
館
池
内
道
場

敢
闘
賞

大
洗
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

大
洗

一
中

第
3
位

み
な
さ
ん

c

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
／
10
月
29
日
（
日）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

大
洗
ク
ラ
ブ

明
石
ク
ラ
ブ

大
洗
町
近
郊
柔
道
大
会

と
き
／
11
月
12
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

団
体
載
の
部

大
（
大
洗
柔
道
ク
）

中
学
1
年
生
の
部

（男
子
）

第
3
位
小
野
瀬
拓
見
（
南
中
）

佐
久
間
貴
久
(
-
中
）

檜
山
乃
渡
香
(
-
中）

関
根
麻
希
(
-
中）

中
学
3
年
生
の
部

（女
子
）

優
勝
大
川
千
寛
（
南
中
）

第
3
位
菊
池
め
ぐ
み
(
-
中）

高
坂
あ
や
子

中
学
2
年
生
の
部

（女
子
）

準
優
勝

＿＿
＿
輪
野
梨
恵
(
-
中
）

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
永
井
大
責
(
-
中
）

準
優
勝

第
3
位

大
川
正
博
(
-
中）

鈴
木
伸
昌
（
南
中
）

第

3
位

関

根

祐

輝

(
-
中）

中
学
2
年
生
の
部

（男
子
）

勝

小

松

崎

亮

(
-
中）

優 中
学
1
年
生
の
部
（
女
子
）

準
優
勝
飛
田
真
妃
（
南
中
）

高
校

・
一
般
女
子
の
部

勝
川
上
み
ね
子

高
柳
裕
美

宮
地
紀
子

第
3
位

優準
優
勝

準
優
勝

第
3
位

第

4
位

第
3
位

ァ
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ

オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

敢
闘
賞

優準
優
勝 勝

佐
藤
甚
也

植
田
敏
行

平
沼
健

（
一
中
）

優

勝

小
学
6
年
生
の
部

（女
子
）

第
3
位
井
関
茜
（
大
洗
柔
道
ク
）

準
優
勝
関
根

,
"
g
.西
正
“

,-. 
I~ 

ーヤー →--
ャ ←

二［三芦］［．
＼ 

／]';r":1 日,...， 

町
民
卓
球
大
会

と
き
／
1
月
19
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

高
校

・
一
般
男
子
の
部

2000.12.5 



日
時
／
予
選
会

2
月
3
曰
（
土
）

2
月
4
日
（
日
）

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

決
戦
会

2
月
11
日
（
日
）

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
／
1
月
9
日
（
火
）

参
加
資
格
／
自
由
参
加

(18
歳
以
上
）

出
場
人
員
／
4
0
0
名

参
加
料
／
2
、
5
0
0
円
（
昼
食
は
各

自
用
意
）

入
場
券
の
求
め
方
／

決
戦
会
場
で
の
当
日
入
場
券

(
2
、

5
0
0
円
）
及
び
前
売
券

(
2
、
0
0

0
円
）
は
、
各
民
謡
団
体
又
は
商
工
観

光
課
・
大
洗
町
観
光
協
会
ま
で
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

第
22
回
磯
節
全
国
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

くらしの情報
INFORMATION 

大洗町役場合267-5111

（
 

固
定
資
産
税

家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

本
年
も
12
月
1
日
よ
り
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
歳

末
時
期
に
実
施
す
る
地
域
福
祉
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
が
明
る
い
正
月

を
迎
ス
ら
れ
る
よ
う
配
分
を
行
い
ま
す

の
で
、

12
月
15
日
（
金
）
頃
ま
で
に
寄

付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
／
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
内

共
同
募
金
会
大
洗
分
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

（
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ー
階
）

振
込
の
場
合
／
常
陽
銀
行
大
洗
支
店

普
通
預
金
4
8
0
8
1
6

共
同
募
金
会
大
洗
分
会

歳
末
助
け
合
い
運
動

会
長
小
谷
隆
亮

※
入
金
を
確
認
後
に
領
収
書
を
発
行
い

た
し
ま
す
。

平
成
12
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
平

成
13
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
用
紙
は
、
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー

4
4
)

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

こ
協
力
の
お
願
い

●
ユ
ズ
湯
に
入
り
ま
せ
ん
か

12
月
21
日
（
木
）

1
2
4
日
（
日
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
子
供
カ
ラ
オ
ケ
大
会

12
月
25
日
（
月
）
午
後
1
時
よ
り

ゲ
ス
ト
審
査
委
員
中
川
ち
さ
と
先
生

（
終
了
後
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
あ
り

ま
す
。
賞
品
多
数
。）

12
月
の
催
し
に
つ
い
て

□プ
ー
ル
水
の
交
換
の
た
め
、

12
月
27

日
（
水
）
は
プ
ー
ル
の
み
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
了
承
下
さ
い
。

プ
ー
ル
の
臨
時
閉
鎖
に
つ
い
て

元
旦
は
朝
8
時
か
ら
営
業
い
た
し
ま
す

昼
業
日
]

0
1
月
ー
日
（
月
）

・
2
日

（火）

午
前
8
時
＼
午
後
5
時

合
紅
白
の
モ
チ
入
り
し
る
こ
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

(
1
日

・
2
日
は
カ
ラ
オ
ケ
を
休
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

0
1
月
3
日
か
ら
は
通
常
の
午
前
10
時

か
ら
の
営
業
に
な
り
ま
す
。

0
12
月
27
日
（
水
）
と
1
月
3
日
（
水
）

は
定
休
日
で
す
が
営
業
い
た
し
ま
す
。

[
休
館
日
]

□12
月
28
日
（
木
）

1
3
1
日
（
日
）

□7
月
9
日
（
火
）
は
臨
時
休
業

年
末
年
始
の
営

業
に

つ
い
て

[
-
〗
日`
-

‘、l

役
場
＿
般
業
務

年
末
／
12
月
28
日
（
木
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
1
月
4
日
（
木
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

こ
み
収
集
業
務

12
月
30
日
か
ら

1
月
3
日
ま
で
こ

み
収
集
業
務
は
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

年
末
／

も
え
る
こ
み

12
月
28
日
（
木
）

月

・
木
曜
日
地
区
収
集

12
月
29
日
（
金
）

火
・
金
曜
日
地
区
収
集

も
え
な
い
こ
み

12
月
27
日
（
水
）
全
町
収
集

焼
却
場
へ
の
こ
み
の
持
込
み
（
搬
入
）

年
末
／
12
月

29
日
（
金
）
午
後
3
時
ま
で

12
月
30
日
（
土
）
午
前
日
時
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
木
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
清
掃
管
理
係

（
内
線
2
4
5
)

大
洗

・

旭
•
水
戸
環
境
衛

生
組
合
（
焼
却
場
）

6

(
2
6
7
)
2
8
9
8
 

年
末
年
始
の

各
種
業
務
日
程

運
転
免
許
事
務
取
扱
い

犬
の
引
取
り
に
つ
い
て

斎
場
及
び
火
葬
業
務

年
末
／
12
月
31
日
（
日
）
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
木
）
よ
り

※
火
葬
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
前

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
斎
場
施
設
管

理
係

6

(
2
6
7
)
0
4
0
9

年
末
／
12
月
26
日
（
火
）
ま
で

年
始
／
1
月
9
日
（
火
）
よ
り

※
犬
の
引
取
り
は
、
毎
週
月
曜
日
、

午
前
日
時
55
分
1
1
2
時
の
間
、
斎

場
前
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
動
物
に
関
す
る
こ
相
談
は
、

県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

6
0
2
9
6
(
7
2
)
1
2
0
0
ヘ

年
末
／
12
月
28
日
（
木
）
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
木
）
よ
り

※
休
日
中
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る

方
は
、
法
律
に
よ
り
1
月
4
日
が

有
効
期
間
満
了
日
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
水
戸
警
察
署
免
許
窓
口

C

(
2
3
3
)
0
l
l
o
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水道管（こ宅冬支度を
厳しい冬が訪れ、夜に冷え込んで気温が氷点下5度以下

になると、凍結による水道管の破裂が多くなリます。

とくに風当たリの強い所や日陰 、北向きにある水道管

や量水蚕には、早めに冬支度をしてください。

防寒具はこのように

0水道管に防寒貝をつけていない

家庭では、早めに町の指定給水

装置工事事業者に依頼して保温

材を取りつけるようお勧めします。

0水抜き装置の付いていない屋外

用の立上り管は、不凍水栓 （立

上り管の中の水を抜いて凍結を

防ぐ）に取り替えるようお勧め

します。

0塁水器は、ビニール袋に発泡スチロールやぼろ布を詰めたもの

を量水器の箱の中に入れ、さらに段ボールなどを載せて保温し

てください。

ゞ
レ
ブ

ー
）

法方
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

温保の管り上立

量水器の保温方法
発泡スチロールくずなど
（ビニール袋に入れる） ダンボール

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

国
民
年
金
は
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
共
通
の

「基
礎
年
金
』
を
受
け
る
制
度
で
す
。

会
社
員
や
公
務
員
で
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
も
同
時
に
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年
福

金
祉

平
成
3
年
4
月
か
ら
学
生
の
方
も
20

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学

生
期
間
の
加
入
に
よ
り
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
、
ま
た
万
一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
て
も
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
学
生
の

方
を
含
め
た
20
歳
以
上
の
全
員
加
入
に

よ
り
、
す
べ
て
の
人
が
老
後
や
、
も
し

も
の
と
き
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

満
20
歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方
に
は
年

金
手
帳
と
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
送

学
生
も
20
歳
に
な

っ
た
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
す

）
 

す
べ
て
の
児
童
は
、
両
親
の
優
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
父

親
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
童
の

こ
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

凍って水がでないときは

水道管や蛇口にタオルなどを巻き、蛇口を開け、その上からぬ

るま湯をかけて、とかしてください。直接熱いお湯をかけると、

割れることがあります。遅水の場合は、量水器の中にあるバルブ

を、右に回すと水が止まります。

給水装置は皆さんの財産

家庭内に引き込まれた給水管と、この管に取り付けられている

止水栓や量水器（町の貸与品）、蛇□など給水装置は皆さんの財

産です。この給水装置の新設や改造、修理工事は、大洗町指定の

給水装置工事事業者が行い、その費用は皆さんの負担になります。

問合せ／大洗町水道課

fl(267)5125 

付
し
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
が
導
入
さ
れ
、

一
生
涯
ひ
と
つ
の
年
金
番
号
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
厚
生
年
金

等
へ
異
動
す
る
際
に
は
必
す
基
礎
年
金

番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
金

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
児
童
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
こ
の
よ
う
な
目

的
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

〇
受
給
資
格

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
「
旧
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
」
を
監
護
し
て
い

る
母
や
、
母
に
代
わ
り
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
で
す
。

な
お
、
児
童
が
心
身
に
一
定
の
基
準

以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満

ま
で
手
当
て
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

父
が
死
亡
し
た
児
童

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分

S
3
時

※
12
月
22
日
（
金
）
の
み
弁
護
士
が
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

心
配
こ
と
相
談

父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

父
の
生
死
が
明

nか
で
な
い
児
童

父
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
~

が
不
明
で
あ
る
児
童

0
手
当
の
額
（
月
額
）

児
童
l
人
の
と
き

4
2
、
3
7
0
円

児
童
2
人
の
と
き

4
7
、
3
7
0
円

児
童
3
人
目
以
降
は
3
、
0
0
0
円
す

つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
が

一
定
額
以
上
の
と
き
は
金
額

が
異
な
り
ま
す
。

〇
児
童
扶
養
手
当
の
時
効

昭
和
60
年
8
月
ー
日
以
降
に
受
給
対

象
と
な
っ
た
人
は
、
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
か
ら
5
年
以
内
に
手
続
き
を
行

な
わ
な
い
と
請
求
権
が
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
。

〇
資
格
の
喪
失

婚
姻
等
に
よ
り
資
格
の
な
く
な
っ
た

時
は
、
必
す
資
格
喪
失
届
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
l
)
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2
0
0
1
年

海

門

橋

N
|
G
H
T
L
I
V
E
 

キ
ラ
キ
ラ
橋

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
前
途
を
お
祝
い
す
る
大
洗

町
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
平
成
13
年
1
月
7
日
（
日
）

午
後
1
時
＼

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

※
本
年
の
成
人
式
該
当
者
は
、
昭
和
55

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
56
年
4
月
ー

日
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

ひ
た
ち
な
か
市
と
大
洗
町
を
結
ぶ
海

門
橋
を
電
球
で
飾
り
付
け
る
海
門
橋
N

I
G
H
T

L
I
V
E
「
キ
ラ
キ
ラ
橋」

が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
／
12
月
3
日
（
日
）

S

平
成
13
年
2
月
25
日
（
日
）

点
灯
時
間
／
午
後
5
時
＼
午
前
1
時

(12
月
31
日
＼
1
月
3
日
は
午

前
6
時
ま
で
点
灯
）

大
洗
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

イベント

（
 

大
洗
21
世
紀
の
初
日
の
出

日
時
／
12
月
31
日

世
紀
末
＆
新
世
紀
イ
ベ
ン
ト

午
後
9
時

1

翌
午
前
2
時

場
所
／
那
珂
湊
商
工
会
議
所
前

内
容
／
＊
新
世
紀
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

＊
キ
ラ
キ
ラ
ラ
ー
メ
ン
の
無
料
配
布

(
2
0
0
0
杯）

＊
夢
が
か
な
う
「
キ
ラ
キ
ラ
愛
の
鐘
」

21
世
紀
の
幕
開
け
を
祝
し
て
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
1
月
1
日

午
前
6
時

30
分

1
7
時

30
分

場
所
／
大
洗
海
岸

内
容
／
荒
磯
太
鼓
の
演
奏

海
鮮
汁
の
サ
ー
ビ
ス

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

問
合
せ
／
キ
ラ
キ
ラ
橋
実
行
委
員
会
事

務
局

6

(
2
6
3
)
7
8
l
l

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
こ
協
力
を

■休
館
日

12
月
l
日
（
月
）

18
日
（
月
）

23
日
（
土
）

25
日
（
月
）

12
月
28
日
（
木
）

1
1
月
4
日
（
木
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
間

(l
人
3
冊）

■貸
出
期
間

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
て
古
本

市
を
行
い
ま
す
。
こ
家
庭
で
こ
不
要
に

な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
涯
学

習
課
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

受
入
期
間
／
平
成
13
年
1
月
31
日
迄

（土

・
日

・
祝
日
を
除
く
9
時
1
16時）

受
入
場
所
／
生
涯
学
習
課

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法

皆
さ
ん
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い

た
本
を
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
l
人
3
冊
ま
で
無
料
配

布
い
た
し
ま
す

受
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
破
損
、
汚
損
が
甚
だ
し
い
本
、

雑
誌
等
は
こ
遠
慮
下
さ
い
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

図書室

‘、

文
藝
春
秋

ふ
り
か
え
る
と
青
空
。
ふ
り
そ

そ
ぐ
閃
光
。
光
に
ぬ
め
る
悪
意
。

ね
じ
曲
が
る
心
と
体
。
空
に
君
臨

す
る
俺
。
時
空
間
を
も
超
越
し
て
、

町
田
節
が
パ
ワ
フ
ル
に
炸
裂
す

る
。

町
田

康
著

き
れ
ぎ
れ

偕
成
社

人
間
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
と

す
み
か
の
島
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
鬼
は

村
に
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
だ
れ

も
こ
わ
が
っ
て
遊
ん
で
く
れ
ま
せ

ん
。鬼
は
し
か
た
な
く
、
島
を
ひ
い

て
友
達
を
探
し
に
南
の
海
へ
[
O

人
間
の
愛
の
心
を
描
く
。

R

書

紹

介

島
ひ
き
お
に

山

下

明

生

文

梶
山

俊
夫
絵

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日耀 催 事 内容 開始時闊 開催島酋 鳩方法

l 7 日堀川保育園発表会 9.00~ ホール一 般
12 

24 日中村ピアノ教室発表会 13.00~ ホー）し一 般

l 7 日成人式 ] 300~ ホー）し 関係者

国民健康保険税 （第6期）

国民年金 (12月分）

納期は12月28日までです

固定資産税 （第3期）

納期は12月25日までです

2000.12.5 広報おおあらい (14) 



発

係

み
な
さ
ん
と
と
も
に
町
に
花
を
育
て
観
光
の
町
大
洗
を
よ
り

美
し
い
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
第
2
回
の
「
ま
ち
に

花
を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

象
／
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
ふ
れ
心
を
な
ご
ま
す
道
路

沿
い
の
花
壇
や
花
木
の
生
け
垣
、
塀
、
バ
ル
コ
ニ

|
、
テ
ラ
ス
や
窓
、
壁
等
に
飾
ら
れ
て
い
る
花
な

ど
快
適
な
環
境
景
観
の
美
化
に
役
立
っ
て
い
る

も
の

応
募
方
法
／
本
人
が
申
し
込
む
方
法
と
推
薦
を
す
る
第
三
者
が

申
し
込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

応
募
対
象
の
全
景
を
写
真
（
サ
ー
ビ
ス
判
、
複
数

枚
可
）
と
応
募
希
望
者
（
推
薦
者
）
の
氏
名
、
年

齢
、
住
所
（
町
内
名
）
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

-T
3
ー
ー
の
ー

3
9
2

大
洗
町
役
場
都
市
建
設
課
内

緑
化
推
進
協
議
会
事
務
局

ま
ち
に
花
を
育
て
る
コ
ン
テ
ス
ト

受
付
期
間
／
平
成
12
年
12
月
1
日
か
ら

平
成
13
年

9
月
30
日
ま
で

表
／
入
選
発
表
は
平
成
13
年
10
月
下
旬
、
入
選
者
に
は

直
接
通
知
し
、
入
選
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す。

対

第1回まちに花を育てるコンテスト入選者

ヽ

最優秀賞

J 

木村美登里（桜道6区）

優秀賞 鈴木万里子（桜道6区）

優秀賞 増田

よ

志江（桜道5区）

（
 

奨励賞
近藤愛子（南清水3区）

黒 沢浩美 （通町l区）
黒川由美子（金沢町4区）

桧山 洋子 （蔵前l区）
佐藤京子（祝町l区）
寺家紀子（新町8区）

荻沼美智子（蔵前l区）
立原弘子（蔵前2区）

佐藤あい（蔵前2区）

一ヽ‘ --
_ p- ~•一

= し ・~

優秀賞 清水うた子（仲町4区） 優秀賞 萩原 純子（寺釜 10区）

(15) 広報おおあらい 2000.12.5 
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ぅ知ゃ豚館の 1中厄9入
テ l'¥←n^ ‘さ

（
 

ネコザメ
サメというと、大きな口に鋭い歯を持つ凶暴な人喰いザ

メ、「ジョーズ」を思い浮かべる人が多いことと思います
が、ネコザメはそんなイメージが全くない、まるで「ネコ」
のような愛嬌のある顔をしているおとなしいサメです。
ネコザメの奥歯は「ウス」のような形をしていて、主食

となる貝などの硬い殻をバリバリ割って、中身を食べてし
まいます。このことから別名「サザエ割り」とも呼ばれて
います。水槽内でのネコザメは底でじっとしていてあまり
動きませんが、餌の時間になると活発に動き回ります。水
族館では餌に貝を与えていませんが、一度豪快に貝を割っ
て食べる音を聞いてみたいものです。

‘、

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県束茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267)5111（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社
うに唸
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